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1. は じ め に

本年度,沿岸固定式の振動水柱型波浪発電装置に関す

る実機実験が計画されている.*設置水深は3.0m で,

Fig.1に示されるような台形の空気室を持っている.

本論では,タービンの初期設計として,タービン径と

回転数の決定に必要な基礎データを理論的に計算した.

流体力の計算には,有限要素法を用いた増田のプログラ

ム1)を使用した.

2.等価浮体近似法による計算2)･3)

Fig.1で示されるような空気室での波浪エネルギー吸

収効率 ･内部水面の変位を,空気室内の水柱を等価浮体

とみなし計算を行った.

流体は,非圧縮性の完全流体と仮定し,ポテンシャル

¢2を導入する.自由表面上の波高,および等価浮体の運

動は微小であると仮定し,線形理論の範囲内で議論する

ものとする.Fig.1のように背後が直立壁の空気室では,

鏡像効果を利用して,左右対称体の動揺問題として取り

扱うことができる.よって,内部水面変位やエネルギー

吸収効率は,浮体のエネルギー吸収理論より得られる.

以下にradiation問題,およびdiffraction問題につい

ての考え方を述べる.

2-1.radiation問題

左右対称浮体のheavingについてのみ考えればよい

(Fig.2参照).〟軸上での剛体壁の条件,

% - o (1)

は,radiation問題を解く段階で自然条件となり,自動的

に満足される.

今,左右対称浮体のradiation流体力,すなわち,付加

質量 m2と造波減衰N2を,

m2-P/,"¢C2普dp-pfc22
N2--Pu/,H¢82%dr--pwfs22

(2)
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のように定義すると,等価浮体の付加質量m2eと,造波減

衰N2eは,

m2e-ipfc22
N2eニーipwf822

(3)

となる.さらに,造波減衰は,Haskind-Newmanの関係

により,Kocbin関数を用いて,

fs22--‡(IH2･(ko)12･LH21(ko)I2)/A(koh) (4)
ここで,

2cosh2koh

A(koh)-2koh+ sinh 2koh

並 =kotanhkoh
g

と表すことができる.ここで,pは流体密度,a)は円周波

数,koは浅海波数,kは水深,gは重力加速度である.

さらに,左右対称浮体のheavingの場合には,H2'(k｡)-

H21(k｡)であるから(4)式は,

fs22--LH2'(ko)12/A(A.h) (5)

となる. 5)式より,等価浮体の造波減衰は,

N2e--‡pwfs22-ipwIH2･(ko)L2/A(Doh) (6)
のようになる.なお,Kochin関数は,

H2･(ko,-/,"(普 -¢2意)cosch.skL(kho言y)
×cosk｡hdIl

と定義される.

(7)
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